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SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 秋田県大仙市戸地谷字大和田342

株式会社イタクラ 秋田工場

代表取締役 板倉裕一

は、SDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面
(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた
重点的な取組

2030 年に向けた
指標

重点的な取組及び
指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：R４年 ９月１６日

関連する主な
SDGs ゴール
（最大３つ）

☑経済
☐社会
☑環境

業務上発生する廃材
などを資源として積
極的にリサイクル

製造工程にて発生する
残布・端布、また不良
生地をゴミ袋に作り替
えることでビニール使
用量を削減するなど

9
12

☑経済
☑社会
☑環境

土壌・環境に配慮し
た素材取り扱いによ
る地元産業への貢献

農業を根幹産業とする
地元大仙市・周辺市町
村において、農作業用
エコ素材などの提供を
検討・着手

3
9
12

☐経済
☑社会
☐環境

高齢化社会において
も、従業員にとって
働きやすい職場づく
り

出産・育児のほか、介
護・介助などに要する
休暇取得や時短勤務ほ
か、従業員にとって家
庭との両立がしやすい
職場環境の構築

3
5
8

創業 50余年となる弊社は「Made in Akita, Japan」を誇りとし、ものづくりを通じた地元

社会への貢献、環境保全を念頭に置いて稼働しております。歴史と実績のある地元縫製工場

として、お客様の信頼に支えられた高品質商品を通じて持続可能な地域社会構築のお手伝い

をする決意を持って、引き続き職種柄製造工程において発生する廃材の再生利用方法の構

築、縫製技術を駆使した再利用布製品の開発・流通などに注力する所存です。

株式会社イタクラ



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべての人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


